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研究成果の概要（和文）：本研究により得られた成果は，主に以下の3つである．(1)着衣の動作快適性と動作中
の関節トルクに相関があることを明らかにした．つまり，着衣の動作快適性の指標として関節トルクが有効であ
ることを明らかにした．（2）着衣から人体に加わる力を構造解析シミュレーションにより推定する方法を構築
した．(3)着衣の変形計測（または構造解析シミュレーション）と筋骨格シミュレーションにより動作中の関節
トルクや筋活動度を推定する方法を構築した．

研究成果の概要（英文）：Results of this study are as follows: (1) The mobility of clothing 
correlates with the joint torque. In other words, the joint torque may possibly be an effective 
index for the evaluation of movability of clothing. (2) A method is developed to estimate the force 
of clothing that acts on the human body using a structural analysis simulation. (3) A method is 
developed to estimate the joint torque and muscle activity while moving, via deformation 
measurements of clothing (or structural simulation) and muscle skeletal simulation.

研究分野：繊維工学、感性工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
衣服の動作快適性に関する従来の研究においては，主に感性評価や筋電図計測などの生理計測が行われていたの
に対し，本研究では筋骨格シミュレーションにより得られた関節トルクや筋活動を指標にして動作快適性を評価
できる可能性があることを明らかにした．このことは，生体力学的観点から着衣の動作快適性を評価できること
に加え，衣服を試作しなくても動作快適性の評価が行える可能性も示唆しており，被服設計の効率化などへの貢
献が期待される．








